
刊行によせて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　埼玉県東松山市は、関東山地と関東平野の間に位置し、丘陵、

台地、沖積地と地形変化に富む自然豊かな地域です。そこに住む

多様な生き物たちは、私たちの住む地域にとってかけがえのない

ものであり、次世代へと伝えていかなければならない貴重なもの

です。しかし、近年では市内の開発も進み、環境も大きく変化し

てきました。

　一方で、これまで自然の生き物に関して、まとまった当市の調

査などの記録はほとんどなく、基礎資料となるものがありません

でした。

　そこで、東松山市教育委員会では、内田博文化財保護委員のご

協力を賜り、16年にわたる動植物実態調査を実施いたしました。

本書はその成果報告となります。調査結果において、外来種の侵

入も加わって、以前にはどこにでもいた生き物たちが見られなく

なっている状況もわかってきました。

　本書に詳述されている野生生物たちは、緑と清流をかかげる東

松山市にとって、貴重な財産です。本書が、東松山市の自然を見

つめ直す契機となり、今に残る自然への興味・関心を抱くひとつ

のきっかけとなりましたら幸いです。

　ご協力いただいた方々、ご指導・ご支援をいただきたました関

係者の皆様に対しまして、厚く御礼申し上げます。

　

　令和２年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　東松山市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　中村　幸一
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